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入門知的財産法

すでに多く存在する知的財産法の解説書の中，本書の特長は，次のような点にあります。①
重要事項を広くカバーしつつも，コアとなる部分については言葉を尽くして丁寧に説明して
いること，②それでいて，全体を通読しやすいコンパクトなサイズに収めていること，③概

念整理のための図表をはじめ，参考資料，コラム，重要判例欄など，本文以外の多様な要素を豊富に盛
り込むことで，構成面でも読みやすく仕上がっていること，などです。なお，本書では，特許法，著作
権法，商標法，不正競争防止法を，それぞれ独立した章で解説しており，興味を持ったところから理解
を深めることができます。
　「情報」の重要性がますます高まる今日，「知財」に興味を持たれる方は多いと思います。仮にそうで
なくても，社会に出ると，否応なく知財法上の問題に遭遇することもあるでしょう。
　知財法を学ぼうとする方々が一冊目に手に取る本として，本書はおすすめです。本書だけでも，初歩
から相当程度まで知財法の理解ができますし，より深めたいという方は，本書巻末の参考文献を利用し
て，さらに学習を進めていただければ幸いです。（M.Y.）
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図表，参考資料，コラム，重要判例欄などにより，メリハリのある紙面構成を実現。
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